
2 ）予測一方法

（ 1）建設作業騒音

①建設機械の稼働

ア）予測 手順

建 設 機械 の稼働 に 係 る建 設 作業 騒 音 の予測 手 順 は 図 － 6．3．2（2 ）に示 す とお りで あ

建設機械類の
種類、台数等

る。

′‾、

r

工事計画

工事 ピーク時作業の設定

各音源の騒音パワーレベル

予測計算式
（ 点音源の伝搬理論式）

稼働位置の設定

受音点 までの距離

建設作業騒音 レベル
（L ノゝ5 ）

図仙6．3．2（2 ） 建設作業騒 音 の予測手 順

イ）予 測 式

予測 式 は 「環境 ア セ ス メ ン トの技術 」（199 9年 、（社） 環境情報 科学 セ ンター ） に示

され てい る伝 搬理 論 式 を用 い、騒音 源 を点音源 とみ な し、半 自由空 間の伝 搬 式 として

次式 を用 い た。

L i＝ P W L － 2 0 1 0 g l O r i－ 8

こ こ で 、

L i ：音源 よ り r im 離れ た地 点 の第 i 番 目の稼 働機械 の騒 音 レベ ル（dB）

［90 ％ レンジ上端 値 （ L A 5） ］

P W L ：稼働 建 設機械 のパ ワー レベル （dB ）

r i ：音源 i か ら予測 地点 まで の距 離 （m）

騒音発生源 が複数 ある場合、予測地点における騒音 レベルの合成は、次式 に示す合

成式 で算定 した。

L T
1 0 1。gl。（ N llO告 ＋N 210昔 十・・…‥・…N ilO告 ）

ここ で 、

L T ：合成 騒 音 レベル （dB ） ［90％ レンジ上 端値 （L A 5） ］

N i ：同時期 に稼働す る i 番 目の施 工台数

出典 ：「環境アセスメン トの技術」（1999年 、（社）環境情報科学 セ ンター）
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